
２０１8 世界トライアスロンシリーズ横浜大会
エイドステーション・オペレーションマニュアル

【エイジグループ】
１．TOメンバー
C T O ： 下方純代（携帯番号：080-1244-0679）
S C T O    : 山口直子・梅田淳
各AS担当TO： 宮本悦子・古谷勝義・滝沢嘉恵・山本順子・寺川一成

佐藤倫則・花道敏明・柴原和可・花道由美子

２．エイドステーション設置場所（計６カ所）

シャワー

１ ２ ３ ４ ５ ６

設置場所 ローソン側

(ｽﾀｰﾄ前ﾗﾝ)
中央広場

山下埠頭

（バイク）

山下埠頭

（ラン往復・シャワー）

像の鼻ﾊﾟｰｸ

（ラン）
フィニッシュ

担当TO 梅田敦

滝沢嘉恵

山本順子

古谷勝義
柴原和可

花道由美子

佐藤倫則

花道敏明

宮本悦子

寺川一成
山口直子

ボランティア

集合時刻
6:30 7:00 7:15 7:15 7:30 7:15

活動時間

（予定）

6:40〜

14:00

7:10〜

14:00

7:30〜

14:00
7:30〜14:00

8:00〜

14:00

8:00〜

14:00

ボランティア

人数 39注1 40 5
30

（ラン25、シャワー5）
40 25

３．各エイドステーション配置および活動予定時間

注１：３９名中８名は選手誘導プラカード係となり、誘導終了後はエイドを担当する
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１．ローソン側
バルコニー前



４．備品・配置

• エイドに配置される各備品（水、スポーツドリンク、紙コップ、テーブル、
ゴミ袋、どぶづけ、クーラーボックス、ゴミ箱）は、大会本部に所属する
市体協担当者が全て事前に手配済み。また、その量についても過去の実績
に基づき用意されている（１０．参照）。

• テーブルはコースに対して平行に並べ、紙コップとPETボトルを配置する。

• 選手が進行する方向に沿って先にスポーツドリンクのテーブル、次に水の
テーブルを並べる。選手が希望のドリンクを迷わず受け取れるよう、この
順番は全エイドステーションで統一する。また、各テーブルの手前にドリ
ンクの種類を示すA３のラミネート表示版を設置する。

• 使用後の紙コップを投げ入れるゴミ箱（シュートボックス）はポリ袋を
被せ、エイドステーションの先１０〜２０メートル程度離れた分かりやす
い位置に置く。コースに散乱したコップ等はエイドボランティアが安全を
確認しながら回収する。

５．選手へのドリンク提供と水かけについて

• PETボトルでは渡さず、必ず紙コップに移し替えてから渡す。その場合、
手渡しでも机置きでもどちらでも可とする。

• シャワーは中央広場エイドステーションと山下埠頭のラン折り返し点付近
に設置する。

• シャワー設置場所以外に水かけを希望する選手には、紙コップの水をかけ
るなど対応する。

• 大会当日の気象状況（気温、湿度）を考慮し、積極的に選手に声がけを
して水分補給を奨励する。

• 塩タブレットについては、メディカルテントおよび救急救命士から提供
される。

• ラン・エイドステーションのうち「１.ローソン側バルコニー前」と「２.中
央広場」では、テーブルをコース両側に配置し、往復両方向の選手に給水
サービスを行う。

• 「４.山下埠頭」と「５.像の鼻パーク」はコース片側のみテーブルを配置す
る。
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６．各エイドステーションにおける選手通過予想時間帯

注２：ローソン側バルコニー前のエイドでは、スイム前の選手への給水とラン競
技で通過する選手への給水を担当する。スイムから上がってきた選手への
給水は危険防止のため行わない。但し、エイジパラ選手にはスイム後の給
水を行い、従って撤収はパラ全選手通過後に行う。

注３：スイムフィニッシュ後、トランジションエリアに移動する選手とラン競技
で通過する選手への給水を担当する。

注４：バイクエイドは、選手が一旦完全停止をしてから給水を受ける「ピットイ
ン方式」で運営する。

注５：エイジパラ・TR１の選手7名（No. 11 〜17)は、ランパートでは競技用車
椅子でバイクコースを走るため、担当TOが道路反対側に待機（低腰）して
エイドサービスを行う。

注６：通過予想時間帯はあくまでも目安であり、エイドサービスは最終選手の
通過が確認できるまで継続する。

設置場所 通過予想時間帯 注６ 

１．ローソン側バルコニー前注２ ６：４０〜１３：５０ 

２．中央広場注３ ８：２０〜１４：００ 

３．山下埠頭（バイク）注４、５ ７：３０〜１３：００ 

４．山下埠頭（ラン） ８：００〜１３：５０ 

５．象の鼻パーク ８：００〜１３：４０ 

６．フィニッシュ ８：３０〜１４：００ 
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７．エイジパラ対応

ポンツーンからＴ１の間にパラのエイドを設置する。例年、ここはローソン側バ
ルコニー前のボランティア（復路ラン給水担当）複数名が机１台とドリンクを用
意して対応している。

エイジパラ選手用
エイドステーション
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８．緊急時の対応について

• 競技の安全と公正を維持するためTO（審判員）が常時コースの監視を行う
が、エイドスタッフが先に体調不良の選手に気づいた場合には、速やかに
近くの審判員または市体協スタッフに連絡をすること。

• 事故発生時、TOは当事者である選手（事故者）の保護と後続選手を含めた
競技の安全確保を最優先に行い、その後直ちに「事故発生地点」、「発生
時刻」、「事故者の状態」、「レースナンバー」を確認して大会本部に
無線連絡する。但し、事故者の意識がない場合、骨折あるいは多量の出血
がみられる場合には直接１１９番に連絡し、救急車を手配する。

• 救急車が出動したときは、事故者の救出が最大限速やかに行えるよう、
競技中の選手の誘導を行う。

• 山下埠頭内のランエイドとバイクエイド付近に「メディカルテント」が
設置される。緊急時には救急車がメディカルテントへ接近し、そこから
コース外への搬送が発生するため、担当TOはあらかじめB-１８、B-１９、
Ｂ-２４のエリアに関わる救急車の動線を想定し、必要に応じてバイクコー
スの幅を規制するなどの手順をシミュレーションしておくこと。
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バイクエイド

メディカルテント

ランエイド
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９．撤収作業およびその他諸注意点

• 空になったPETボトルは可能な限り足で踏みつぶし、嵩を減らしてポリ袋に
入れてまとめる。

• 使用済みの紙コップの回収は競技中の選手の妨げにならないよう配慮して
行い、コース上の散乱を最小限にとどめる。

• 最終競技者の通過を確認したのち、テーブルやゴミ袋を路側帯に移動させて
まとめる。

• フィニッシュのエイドサービスについては、フィニッシュ担当TOの指示に
従う。

• 当日の気象状況によっては臨機応変なエイド運営が求められる可能性がある
ため、現場判断による柔軟な対応を可とする。但し、ボランティアに過度の
負担を強いる運営やエイドスタッフ以外への協力要請は緊急時を除き控える。

• テロ対策として会場周辺の警備監視強化が予想されるため、個人の荷物は歩
道の植栽などに置かず、可能な限り本部に預けて貴重品のみ身に着けること。

• 長時間に渡るエイドサービスでボランティアが過労に陥らぬよう、役割を適
宜交代して負担を分散する。特に年長者のボランティアには必ず途中休憩を
取ることを事前に説明しておく。
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１０．参照：エイド備品


